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地域自主防犯活動活発化促進事業 

実施結果報告書 

 

１団体名 北区防犯連絡所協議会 

２事業名 安全なまちづくり、総ぐるみ運動の実施 

３事業実施 

結果 

１.反射プレートを作成し、学区内に掲出する 

「防犯カメラ促進地区」「まちは見ている」等の文字をあしらった反射プレ

ートを作成し、１学区 30 枚のプレートを掲出した。 

（１）学区防犯連絡所班長による反射プレート作成検討会 

   
令和４年８月 27 日、北警察署講堂において 19 学区の防犯連絡所班長

が集まり反射プレート作成の経緯や意匠について意見交換を行った。 

（２）反射プレートのデザイン（例） 

     
意見交換の結果デザイン案、作成枚数、プレートの仕様等を定めた。 

また、プレートは警察、防犯協会、学区の連名で作成した。 

（３）反射プレート運用開始式 

     

２ 北区防犯連絡所協議会（北区） 

10 月５日、愛知県北警察署におい

て北警察署長、北区防犯協会連合会

会長立会のもと運用開始式を行っ

た。 
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（４）防犯プレートの掲出（掲出例） 

  

作成した防犯プレートを学区防犯連絡所班長を通じて学区に配布し、

掲出。 

 

２.昼間、夜間の青色防犯パトロールの実施 

北区内の青色防犯パトロール隊に呼びかけてそれぞれの学区で昼夜の青色

防犯パトロール活動を行った。 

  

西味鋺学区における青色回転灯パトロール先導による学区の徒歩パト

ロール 

 
光城学区青色回転灯パトロール出発の様子 

３.子どもの安全安心教育、次世代の防犯ボランティアの育成 

楠小学校では、本年北警察署長の委嘱による防犯少年団 10 名が委嘱を受け

て活動しているが、楠学区が主導して楠学区防犯キッズ隊を結成し、防犯少

年団とともに各種活動を行った。 

（１）防犯少年団、楠学区防犯キッズ隊による防犯広報 
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地元スーパーにおける防犯少年団らによる特殊詐欺防犯広報 

（２）防犯少年団、楠学区防犯キッズ隊による警察本部見学会 

    

愛知県警察本部コノハズク広場における研修の様子 

  

愛知県警察本部前における研修後の代表挨拶 

４成果と課題

及び今後の

取組み 

（１）事業実施の成果及び課題 

① 本事業への取り組みを始めて以降、北区内の侵入盗、自動車盗は前

年同期比で減少傾向を示しており、光る防犯プレートの掲出、青色回

転灯パトロール活動の活性化等の取り組みが効果を発揮していると

考えられる。 
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  ② 防犯少年団、楠学区防犯キッズ隊の活動については、紹介事例以外 

   にも防犯教室の開催、パトカーの試乗体験等の取り組みを行ってお

り、参加した児童、保護者ともに好評であった。 

    また、学区の防犯委員等高齢化が進んでいる傾向にあるが、小学生

児童と一緒に活動を行うことで活動が活性化し、学区にまとまりがで

きた。 

  ③ 学区ごとに防犯に対する取り組み姿勢に温度差があり、足並みをそ

ろえて同一の施策を行うことに多くの調整を要することが課題であ

った。 

（２）今後の取組み 

   警察や市役所と連携するとともに学区同士の連絡や調整を行い、区内

一斉の防犯対策を行うことができる下地をつくる。 

   防犯少年団、楠学区防犯キッズ隊等の取り組みを継続し、小学生に対

して自主防犯意識を育む機会を設けることで防犯ボランティアの育成

を図るとともに、高齢化をたどるこの種のボランティアの活性化を図

る。 

５ 参考 
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